
 

 
 
 

 

まだ残暑が厳しいものの、朝夕の涼しい風に秋の気配を感じるようになりました。気温の変化や夏の疲

れが出やすくなる時期なので、ゆっくりお風呂に入り、たっぷり睡眠をとるなどして体調を崩さないよ

うに気をつけましょう。9月9日は「救急の日」です。救急とは、急なけがや体調不良の手当をすることで

す。この機会に、けがや事故を防ぐためにできることは何か、ご家庭でも話をしてみてください。 
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令和 7年 8月 29 日 

        北保育園 

 

 

 
 
溶連菌感染症       1名 
突発性発疹        1名 
新型コロナウイルス感染症 1名 
伝染性膿痂疹       1名   

 

9 (火)  身体測定（幼児） 

10（水） 身体測定(乳児) 

16 (火)  0歳児健診 

22 (月) 保健指導（幼児） 

◎8 月の感染症◎ 

 

9 月の保健行事 

 

ほけんだより 9 月号 

夜間や休日に子どもの具合が悪くなった際

にすぐに休日診療所や救急外来を受診すべき

かどうかは、迷います。自己判断で、急ぐ必要

のない受診をしたり、反対に急を要する状態を

見逃したりしないよう、信頼できる相談窓口や

アプリを登録しておきましょう。 

救急箱の中身に決まりはありません。普段使うも

のを清潔な入れ物に入れておけばOKです。ただし、 

滅菌ガーゼや薬は使用期限がありますし、テープ類

は古くなると粘着力が弱くなります。 

1年に一度は中身をチェックしましょう。 

。 

残暑を元気に過ごすために 
●三食しっかり食べよう  

エネルギーと栄養素をバランスよく補給し、生活リズムが整い 

ます。健康生活の基本となります。 

●休息を取ろう 

心、からだ、脳を休ませることで疲労を回復。たくさん遊んだ 

後はからだを休めることが大切です。 

 


